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試合結果 

 

 

 

夢野台高校 8‐御影高校 6となり、見事今年は総合優勝を果たすことができました！ 

昨年の雪辱を果たしましたね！今年はチームの中核となった３年生が各試合で大活躍！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 28号 
熱闘！定期戦 

野球 6‐2 勝ち 

男子バスケ 48‐43 勝ち 

女子バスケ37‐3１ 勝ち 

女子テニス 6‐1 勝ち 

男子テニス 1‐６ 負け 

女子バレー1‐2 負け 

女子卓球１‐7 負け 

男子卓球 5‐10 負け 

男子剣道 1‐2 負け 

女子剣道 0‐３ 負け 

水泳 3‐0 勝ち 

サッカー１‐0 勝ち 

男子バレー2‐1 勝ち 



※（）内は時間帯を表す→《例》（１）＝１限　（放）＝放課後　など

日 曜 5　　月　　行　　事　　予　　定

10 金 文化祭参加団体会計係会議(15:30)　　教育相談

13 月 企画書Ⅱ〆切(17:00)

14 火 尿検査①

15 水 尿検査②　教育相談

16 木 総体壮行会・生徒会選挙(7)

17 金 机・椅子貸出願 兼 備品・用具貸出願/プログラム用原稿/異装届(17:00)

20～23 月～木 中間考査  ※20(月)は午後　3学年保護者会

25・26 土・日 共通テスト模試

31 金 教育相談

中間考査に向けた学習と並行して、文化祭関係のさまざまな締切日があります。
計画的に行動しましょう。

 

一つの事が終わったらすぐ次の事が始まる。忙しい高校生活を過ごしているみんなは特にそ

うだろう。定期戦が終わってＧＷは総体や試合、練習に励んでいる人もいれば、受験勉強に取

り組んだり、友達や家族と遊びに出かけたりした人もいるだろう。あれだけ全校生の前で応援

してもらった野球部も、夏の大会に向けてもう動き出している。実際、次は文化祭に向けて   

各クラスが動き出している。高校生に限らず、様々なコンテンツに溢れている現代社会は、   

すぐに次のものを求めたがる。定期戦が終わって 2週間しか経っていないのに、あの日の事は

ずいぶん前の思い出のように感じる。 

4 月 24 日(水)定期戦当日の直前まで雨予報が出ていて、中止の可能性も取り沙汰された。

僕はもちろんできると信じて疑わなかったけど、当日の朝ほっともっとフィールド神戸に行っ

て試合ができそうだと聞いたときは、「神様はいるんだな～。」と心から思った。前日までに  

多くの人達がテルテル坊主を作って開催を祈ってくれたり、「今日できて良かったですね。」と

生徒・先生を問わずいろんな人に言われたり、この世界は人と人との繋がりでできているんだ

と改めて感じることができた。 

高校 3 年の学年団に入るのは御影高校 73 回生以来 4 年振りだ。コロナで定期戦も総体も

文化祭もすべてなくなり、4 月 5 月が休校になったあの年以来だ。「あのときの事を片時も  

忘れたことはない。」と言うとそれは嘘になる。新しい毎日を日々懸命に過ごしているので、 

過去を思い出して「あの時は辛かったな～。」「あの頃は楽しかったな～。」なんて感傷に浸る 

ことはほとんどない。でもたまに思い出す。 

今回定期戦の準備に約 4ヶ月かけた。さすがに忙しかった。「あっ、自分ヤバい。」と追い込

まれたことも何度かあったが、仕事でも家庭でもいろんな人に助けてもらったし、背中を押し

てもらった。そもそも誰に頼まれた訳でもなく、自分で勝手に定期戦の応援プロデューサー(?)

をやっただけだ。もちろん目的は『夢野台高校を活気づけたい。』『コロナで止まった時間を  

戻したい。』『生徒のコミュニケーション能力が低くなっていると感じるから、きっかけを作り

たい。』などで、それは達成できたと思っている。コロナ前の定期戦の盛り上がりを知っている

先生・生徒が少なくなっている中、自分は高校 3 年生の学年団になりそうで、メイン競技は 

野球で、吹奏楽部とバトン部の優しい顧問の先生も同じ学年団にいて、協力的な学年団の先生

方や生徒指導部の先生方、何よりエネルギー溢れる 77回生の生徒たちがいる。うまく導いて

あげれば最高のものが作れると思って、4ヶ月前に定期戦の準備を人知れずスタートした。 

多分、この 4ヶ月一緒に作り上げてきた人たちには、その思いも伝わっていたと思う。でも

自分の心のどこかでは「コロナで全てがなくなった 73回生の分も」っていう気持ちもあった。

片時も忘れないことはできないけど、辛かった出来事を覚えてくれている人が遠くにいるとい

う事は、きっと誰かの支えになると思っている。今年の定期戦の事も、新しい毎日の中でみん

なの頭の中からは消えていくけれど、楽しかった出来事を何年かしてふとした時に思い出す事

ができれば、未来でまた頑張れる糧になるんじゃないかな。そのためにも、文章に残すという

のは大事なことだと思う。ここで書いた僕の文章も、77 回生みんなが書いてくれた『定期戦

の振り返りと今後に向けて』をまとめたプリントも、データではなく紙で置いといてくれる人

が一人でも多くいたら、今回定期戦にかけた僕の時間とエネルギーも報われるし、嬉しいかな。 

定期戦当日の写真やみんなのコメントで、午前中の部活の様子も知れて良かった。メイン 

競技だけではなく、全ての競技が盛り上がって良かった。当日までの準備、当日の運営、試合

後の片付けにいたるまで、関わってくれたすべての人達に感謝の気持ちでいっぱいです。一緒

にやれて楽しかった。ありがとう。きっとこの先も、人と関わり集団で動くときには、うまく

いかないこともあるだろう。心で思っているだけではダメだよ。コミュニケーションをとって、

自ら行動に移して、一歩ずつ進んでいってほしい。この定期戦を 3 年生のスタートにして、 

77回生がさらにいい集団になっていけたらいいな☆ 

 

定期戦を終えて ～青春していこう～ 


